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２■施策の担当課による評価結果
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１－３総合計画に
おける施策の体系

１－４施策の目的
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前期（平成１８年度～平成２２年度）

担当課評価

１－１施策の名称

１－２担当 評価票作成者健康福祉部 医療健康課

評価の内容

１－５総合計画に
おける基本成果指
標

全期間（平成２３年度～平成２７年度）

　母子保健サービスに対する満足度

目標値（単位）

９６．９（％）

実績値（単位）
基本成果指標名

今後の環境変化を踏まえた課題認識

　乳幼児健診や赤ちゃん訪問の充実等を心がけている。また、子育て
ママの支援策等の充実に努めた。思春期の生徒児童への予備教育に取
り組んだ。

〃

施策の担当課としての単年度の取り組みの自己評価

  子育ての親が孤立しないように、出生後に乳児全戸訪問を実施している。子育て支援の視点で各事業を実施している。乳児全戸訪問や健診未実施者には、保健師が電話・手紙等で対応している。

 〃

　少子高齢化社会で出生率を上げるため子育て支援に重点を置き、若
い親の経済的な面、子育ての不安を軽減させるための施策を充実させ
る。

　乳幼児の健診や健康指導は充実していた。子育て支援については
「親のグループケア事業やひまわり広場等」で効果はあったがさらに
充実させる為開催日等検討が必要である。また、小中学校生徒でのい
のちの尊重事業はいのちの大切さを見直す有意義な事業となった。

　子どもの健やかな成長の促すために、乳幼児の健康のみならず親教
育も含め、子育て不安の解消などキメ細かな子育て支援が必要とな
る。

〃

　核家族化や近隣関係の希薄化がますます進行し、親とし
て経験や心構えが乏しく、子育てに悩み孤立化する若い親
が増えている。親のライフスタイルに子どもを巻き込み子
どもの生活リズムへの悪影響や児童虐待といった問題に発
展することが懸念される。

〃
　厚生労働省の指針を基本に事業展開をしていくが、孤立
化する親へのきめ細かいフォローが必要となってくる。

〃

　乳幼児健診や赤ちゃん訪問の充実等を心がけている。また、小・中
学校全校を対象にして思春期の生徒児童への「いのちの尊重推進事
業」に取り組んだ。

　子育て支援事業の一環として、育児不安を抱く親のグループケアや乳幼児健診や赤ちゃん訪問の充実等を心がけている。また、「児童虐待予防対策」にも取り組んだ。

　子育て支援事業の一環として、育児不安を抱く親のグループケアや乳幼児健診や赤ちゃん訪問の充実等を心がけている。また、小・中学校全校及び県立高校を対象にして思春期の児童・生徒への
「いのちの尊重推進事業」に取り組んだ。

　市民全般からの評価からみた母子保健サービス全般
の充実状況を表す指標

既存事業の構成や優先順位の考え方、新規事業の必要性の考え方

　保健福祉「健康で安心して暮らせるふれあい・支えあいのまちづくり

　健康
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施策評価票番号 17

総合評価

平成２２年度評価
（前期の成果）

母子保健

指標の定義
達成率(％)

基本施策コード

課長　加藤賢司

２―１―２　

　子どもが健やかに生まれ心身ともに健康で安全に育ち、命の大切さを実感できる環境を作る。ま
た、地域社会全体で子育てする意識を高め、子育てに対する適切な情報が得られるよう環境を整え
る

実績値（単位）目標値（単位）

平成２７年度評価
（全期間の成果）

Ａ
● 施策評価の判定基準

Ａ ： 施策の目的を効果的に達成しているので継続する

Ｂ ： 施策推進の実施手法等に改善の必要がある



３■参考情報

番号 実績値
担当課
評価

担当課
判断

優先順位
総合評価 実績値

担当課
評価

担当課
判断

優先順位
総合評価 実績値

担当課
評価

担当課
判断

優先順位
総合評価

1 80.7（％） Ａ 2 Ａ 80.7（％） Ａ 4 Ａ 88.8（％） Ａ 4 Ａ

2 94.0（％） Ａ 1 Ａ 90.0（％） Ａ 5 Ａ 9３.８（％） Ａ 3 Ａ

3 12（回） Ａ 9 Ｂ 12（回） Ａ 6 Ｂ 10（回） Ｂ 7 Ｂ

4 ― ― ― ― 600(人) Ａ 2 Ａ 98.0（％） Ａ 2 Ａ

5 ― ― ― ― ― Ａ 9 Ａ ― Ａ 9 Ａ

6 18（回） Ａ 7 Ａ 20(回) Ａ 8 Ａ 2１(回) Ａ 8 Ａ

7 94.1（％） Ａ 3 Ａ 92.0(％) Ａ 1 Ａ 97.6(％) Ａ 1 Ａ

8 ― ― ― ― 1,400(件) Ａ 3 Ａ 1,528(件) Ａ 6 Ａ

9 ― ― ― ― 28(回) Ａ 7 Ａ 28(回) Ａ 5 Ａ

10

11

12

13

14

15 ― ―

16

事務事業名称 成果指標と最終目標値(単位)

　平成２３年度施策を構成する事務事業の評価情報 　平成２２年度

乳幼児健診・相談等事業 1歳6か月児健診受診率　97.0（％）

妊婦健康診査事業 妊婦健康診査受診率　80.0（％）

乳幼児の事故予防健康教育事業 乳幼児の事故予防教室等   15（回）

児童虐待予防策の推進 子育ての相談相手がいる（３か月健診問診内容）

いのちの尊重事業 思春期健康教育開催数　 3(回)

いのちの尊重事業(食育) 朝食を「家族と食べる」子の割合(％)

専門的・総合的な子育て相談体制の確立 育児相談件数　　1,500件

子育て情報提供の充実 赤ちゃん訪問実施率　100.0（％）

包括的な家庭支援のための連携の拡充 なかよし教室開催数　　28回

　平成２４年度


